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現在，農村は過疎化や高齢化という大きな問題を抱

えている．昔の農村のような地域のつながりがなくな

り，共同体が崩壊しているといわれている．このよう

な問題を解決するために，多くの農村ではイベントに

よる村おこし運動が行われている．村おこし運動は，

農村のコミュニティ形成を進める「住民の郷土意識の

高揚」の機能と農村の経済的基盤を確立する「地域振

興」の機能の二つの機能を持っているといわれている

が，ほとんどのイベントは前者の機能が強いといわれ

ている．また，このイベントも多くの市町村において

仕掛け人の手によって企画されてきた．その中でも〆

地方自治体が開催したイベントの内容をみると，ス

ポーツ関連のイベントが多く，スポーツイベントは人

気のあるものである!)．

過去のスポーツイベントに関する研究をみると，ど

ちらかというと，参加者の多い大きなスポーツイベン

トに関するものがほとんどであり，日本のどこにもあ

るような町村のスポーツイベントに関するものは少な

いといえる２１３１”３１鋤．まして公民館レベルで開催さ
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れているスポーツイベントの研究はおこなわれていな

い．

そこで本研究は，大規模のスポーツイベントや町村

レベルのスポーツイベントではなく，公民館レベルで

開催されているスポーツイベントをとりあげ，農村の

公民館レベルのスポーツイベントが村おこしにどのよ

うな影響を及ぼしているかを明確にすることを目的に

した．事例としては，愛媛県南宇和郡一本松町正

木性!'の篠山クラブが実施している「県境篠南騒動ど

ろんこサッカー大会（以下，どろんこサッカーとい

う)」を対象とした．

(注ｌ）一本松町は愛媛県の南端，南宇和郡の東部に位置

し，高知県宿毛市に接した東西９ｋｍ，南北１５kｍ，総面積

72.29k㎡の町である．人口は平成１０年4,401人の小きな町

である．また，産業別人口については，昭和50年，第一次

産業51.6％，第二次産業20.7％，第三次産業27.7％であっ

たものが，平成７年には第一次産業19.2％，第二次産業

38.4％，第三次産業42.5％になり．兼業農家の珊加がみら

れれる．調査地域の正木地区は一本松町でも農村地域であ

り，世帯数123軒，人口は390人の小さな地区である．

Ⅱ篠山クラブの概要

1．一本松町の村おこし

一本松町の村おこし連動が表立って活動され始めた
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1．調査対象

篠山クラブのメンバー８名

表１は属性を示したものである．
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のは，昭和53年の一本松町壮年グループ連絡協議会の

結成からであるといわれている．青年団から老人クラ

ブに入るまでの30歳代から60溌代までの町民を対象と

した壮年グループを各地区に結成し，壮年団の連絡協

議会を設置した．現在，町内には８地区あり，１５グ

ループが組織され約600人が加入している．その一つ

のグループが篠山クラブである．なお，篠山クラブは

それに先立って昭和50年に結成された．

誤を繰り返していく中で出た案は，平成２年に地元の

高校である南宇和高校がサッカーの全国大会で優勝し

たことにヒントを得ていた．田舎の高校でも頑張れば

出来るのではないのかということになり，田んぼの中

でのサッカーということに決定した．

しかし，何かこだわりがほしいとうことになり，探

していく中で，江戸時代初期の1657年頃に，正木地区

が土佐と伊予との国境争いの中心となり，山内藩と伊

達藩の命運を分けた篠南騒動があったことを知り，こ

れにちなんで「県境篠南騒動どろんこサッカー大会」

というネーミングになった．かっては泥試合をしてい

た地域が，今は仲良く騒いでいるいうことでこの名前

に決定した．そして，平成３年度に第１回の大会が開

催された．

本調査は平成１３年度の大会（第１１回大会)を対象に

実施した．なお，この大会には，４８チーム，331名の

人が参加した．

２．篠山クラブの性格

(1)成員

クラブを構成しているメンバーは20歳代から40歳

代までの男性38名である．

(2)規約

特には作られていないが，篠山クラブが出来た当

初は，「だすい束」の状態で活動しよう．つまり，

束が外れそうで外れない，束を立てると傾くが倒れ

ない，これくらいやわらかい規約で，交流を深める

会としてスタートした．

(3)クラブのかかる費用

クラブにかかる費用は，地元の草刈りを行った

り，町から町営の施設の清掃などをして自分たちで

費用を捻出している．

(4)ねらい

「県境を越えて交流の輪を広げよう」を合い言葉

に，地域に根ざした個性豊かな活動を図ることであ

る．

(5)クラブ運営の役割分担

会長，副会長，会計の三役がある．任期は２年，

三役が中心となり，篠山クラブの活動を行ってい

る．

(6)活動内容

地域の公民館活動の中心的役割を担い，地域活動

の中心的役割をしている．篠山クラブが実施してい

る主なイベントは次のようなものである．

４月：200匹の鯉のぼり

８月：盆踊り

９月：どろんこサッカー大会，大運動会

１１月：花とり踊り

Ⅲ方法

堺

表１属性

2．調査方法

インタビューによる自由面接法

3．調査期間

平成１３年１０月～１２月
３・どろんこサッカー大会

昭和50年に結成されて以来，地域の公民館活動の中

心的役割を果たしてきた篠山クラブであったが，従来

通りの行事だけを消化するだけではおもしろくないの

で，「みんなで燃えるような感動するものをつくろ

う’自然に恵まれた県境の地域をアピールしよう」と

いうことで何をするかの話し合いが行われた．試行錯

４．調査項目

(1)どろんこサッカー

①大会との関わり

②大会開催の目的

③大会の効果

氏名 年齢 職業 地域の役貝経験

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

４
６
３
７
１
１
２
８

２
２
３
３
４
４
４
４

団体職貝

自営業

団体職員

公務員

自営業

会社員

公務員

自営業

青年団団長

篠山クラブ会計，体協理事

篠山クラブ副会長，地区の班長

篠山クラブ会計，分館主事

篠山クラブ会長

篠山クラブ副会長，消防団郡団長

篠山クラブ会長，分館主事，体協理珊
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④大会への要望

⑤大会の継続

(2)地域活動

①地域活動の変化

②スポーツ活動の変化

③村おこし運動の変化

Ⅳ事例研究

１．Ａ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，他のメンバーと同じように寄付集

めをしたが，寄付を集めることが出来なかった．寄

付集め以外には，大会の一週間ぐらい前から大会で

使う用具や商品などの整理をしたり，大会当日の案

内板などを作っていた．

どろんこサッカー開催の目的は，小さな田舎であ

るため人が少なくなっていき，過疎化していくこと

をくい止めるため，地域を活性化させるためにやっ

ているのだと思う．地域活性化以外にも，他の地域

との交流が目的ではないか．どろんこサッカーが始

まった頃は学生であり，どうしてどろんこサッカー

が出来たのかは正確には知らない．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

準備などに行くことで色々な年代の人と交流を持つ

ことが出来るようになったことである．地域にとっ

て良かったことは，篠山という地名が色々な人に

知ってもらえたこと，地域の住民が協力することが

出来るようになってきたことである．

どろんこサッカーへの要望は特にないが，これま

でずっと頑張ってイベントを開催し，すこしマンネ

リになってきていると思う．実際にどろんこサッ

カーを止めるという話も出たが，止めるなら止める

でいいと思うし，続けるなら続けるで協力していき

たいと思う．

どろんこサッカーは続けていけばいいと思うが，

これ以上規模大きくするのではなく，みんなで楽し

く出来るイベントであればいいと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

のスポーツ活動の変化は，変化というものはみられ

ないと思う．どろんこサッカーは，一種の見せ物み

たいになっており，どろんこサッカーがあるからと

いって運動をしてみようと思う人は少ないと思う．

どろんこサッカーが開催されることによって，地

区の村おこし運動に変化があったかどうかはわから

ない．どろんこサッカーが開催され始めた頃中学生

であったので，開催された頃のことがわからず，変

化はわからない．しかし，地域のお年寄りの人や篠

山クラブを引退した人たちは，どろんこサッカーに

誇りを持っていると思う．

２．Ｂ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，寄付集めをしたり，１週間ぐらい

前になると集会場に集まって大会に向けて準備をし

ているが，準備には行かない．

どろんこサッカー開催の目的は，村おこしだと思

うが，あまりよくわからない．みんながやってるか

らやっている．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

１日だけでも色々な場所から人が来てくれることで

ある．地域にとって良かったことは，年に一回だけ

でも色々な場所から人が来てくれることである．

どろんこサッカーへの要望は特にないが，１０年を

区切りとして，どろんこサッカーを止めるとか色々

な話がでていたが，続けていくと決めたならば文句

を言わずにみんなでやっていけばいいと思う．

どろんこサッカーの継続については，続けていけ

ばいいと思う．年に一回しかないものだし，なく

なってしまったら寂しいと思う．他の地域に人も，

どろんこサッカーを楽しみにしている人もいるの

で，続けていけばいいと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

の地域活動・スポーツ活動の変化は，４年ぐらい前

に帰ってきたので，変化したかどうかはわからな

い．

どろんこサッカーが開催されることで，地区のネオ

おこし運動に変化があったかどうかはわからない．

県外に出ていたので，開催された頃のこともわから

ないし，その後もどのようになっていったのかわか

らない．

３．Ｃ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，篠山クラブ三役の会計をしている

ので，出納に関することをしていた．購入品などに

よるお金の出し入れ，弁当や飲み物の賊入などをし

ていた．

どろんこサッカー開催の目的は，村おこしが目的

ではないかと思う．どろんこサッカーが開催きれ始

めた当初は，正木地区にいなかったので当初の目的

というものはわからない．田舎でも出来ることはな
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いだろうかということで始まったと聞いている．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

地域の人と関わる機会が出来たことである．自分は

養子であり，違う地域に住んでいたので，地域のつ

ながりが強い田舎に住むことに不安を感じていた．

しかし，どろんこサッカーに限らないが篠山クラブ

の活動があることで，地元の人たちに上手く溶け込

むことが出来た．地域にとって良かったことは，地

域の人たちが一つの目標に向かって協力することだ

と思う．実際全員が納得して活動できているわけで

はないが，そのような状況でも地域で目標を持って

活動できることはいいことだと思う．

どろんこサッカーへの要望は特にない．問題点と

いえば，よく言えば定着といえるかもしれないが，

マンネリ化ではないかと思う．他にも資金面も問題

だと思う．イベントを開催することはかなりの資金

が必要であり，資金繰りが難しい．写真コンテスト

などは，すべての資金をクラブから持ち出して行っ

ている．このままの状態でずっとイベントを開催し

続けることは難しいと思う．

どろんこサッカーの継続については，先輩方が続

けてきたことなどで出来るところまではやっていく

べきだと思う．どうしても開催することが出来なく

なれば，町が援助してくれるのではないかと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されたことによる地域活

動の変化は，多少は変化していると思う．自分から

進んでという人は少ないが，何か頼めば‘快く承知し

てくれる．

どろんこサッカーが開催きれるようになってから

のスポーツ活動の変化は，あまりみられない．狭い

地域なので，変化という変化はあまりみられないと

思う．

どろんこサッカーが開催されることで，地区の村

おこし運動に変化があったかどうかはわからない．

しかし，地域の知名度は上がったと思う‘本当に人

が住んでいるのか疑うようなところだが，地域の名

前を知っている人は多い．また，周辺地域の人たち

も，どろんこサッカーを楽しみにしてくれている人

がいて，とてもうれしかった．

４．，氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，資金活動や協賛のお願いに行った

りしていた．大会の２週間前ぐらいから，案内看板

の作成などをしていた．去年まで三役をしていたの

で，今年も三役の人たちの手伝いをした．

堺

どろんこサッカー開催の目的は，地域の活性化と

いうことを目的に開催していると思う．正木地区は

過疎化が進行してるが，他の地域に比べると後継者

も多く地元に残っている．しかし，イベントなどが

ないとどうしても自分たちだけのところに引きこも

りになってしまう傾向がある．自分は１回目から参

加しているが，地域活性化という面で開催している

と認識している．どろんこサッカーを開催すること

が色々な面に波及していけばいいと思うが，そこま

で行っていないのが現状である．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

みんなで作り上げる達成感を味わえることである．

実際かなりの労力を要するが，毎年イベントを開催

するのは達成感があるからではないかと思う．地域

にとって良かったことは，イベントを開催するには

準備が必要になってくる．頻繁に地域の人が集まっ

て雑談をしたりする機会は，他にはなかなかないと

思う．

どろんこサッカーに対する要望は，もっとこぢん

まりとしたイベントにした方がいいのではないかと

思う．最近，若い人たちのクラブに入ってくる人数

も減ってきている．どろんこサッカーも始めた頃に

比べると，かなり大きな規模のイベントとなってし

まった．若い人も入らないまま，この規模のイベン

トを続けて行くことは難しいのではないかと思う．

どろんこサッカーの継続については，地域のイベ

ントとして開催するのなら続けていけばよいと思

う．どろんこサッカーも開催当初は，１６チームの参

加からスタートし，テレビなどで報道されることに

よって有名になり，参加チームの応募が増え，大会

の規模も大きくなってきた．しかし，準備の人数や

主催者側の事情を考えると，コートも２面以上にす

ることは出来ないし，参加チームを50チーム以上増

やすことは出来ない．これからは篠山クラブが主催

するで櫛わないが，地域のバックアップなければ，

篠山クラブのクラブ員数などを考えると難しいので

はないかと思う．

’地域活動(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

の地域活動の変化は，変化というものは感じられな

いと思う．地域活動を篠山クラブ中心で行っている

が，クラブが活動しているからということで地域の

人たちの積極的な参加がないように思う．何かを頼

めば協力はしてくれるが，地域活動ということにな

るとクラブが主体になって行っていてもそれ以外の

地域の人たちも積極的に活動しなければ，地域活動

といえないと思う．
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どろんこサッカーが開催きれるようになってから

のスポーツ活動の変化は，あまりみられないように

思う．

どろんこサッカーが開催されることによって，地

区の村おこし運動に変化があったようにはあまり感

じない．どろんこサッカーに限っていえば，村おこ

し運動とかまで気がまわらない．イベント自体を開

催して無事終わらせることで精一杯である．どろん

こサッカー以外に村おこしといったことは，表だっ

て活動していない．大きなイベントがあるとそのイ

ベントを中心にまわっていくというのは，ある意味

ではしかたないことではないかと思う．

５．Ｅ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，音響関係・放送施設の準備をして

いた．放送設備のなどの準備は前日だけだが，その

他には寄付集めをしたり，クラブの資金を作るため

に草刈りを行ったりしていた．

どろんこサッカー開催の目的は，年齢差に関わら

ず，地域の中で関わることによって仲間意識を作る

ことだと思う．どろんこサッカーを開催することに

よって，準備のために集まり一緒にやっていくこと

が出来，どろんこサッカー以外の地域活動などにも

みんなで仲良くやっていけることが出来る．

どろんこサッカーが開催きれて良かったことは，

何でもやれば出来るということを教えられた．どろ

んこサッカーはかなりの経費がかかり，寄付だけに

頼って開催することは出来ない．そのためには，草

刈りなどをして自分たちで出来るだけ資金を稼がな

くてはいけない．他の壮年グループの人からは，

「そんなにしんどいことをそこまでする必要がある

のか」といわれるが，しんどいことでも目標があれ

ば，何でも出来るということがわかった．地域に

とって良かったことは，地域の名前を色々な人に覚

えてもらったことではないかと思う．日本一名前の

長い小・中学校ということも，どろんこサッカーに

よって多くの人に知ってもらうことが出来たと思

う．婦人会も，どろんこサッカー当日のうどんの販

売やバザーをし，子どもの剣道部の部費などを稼ぐ

ことが出来たことも地域としては良かったのではな

いかと思う．

どろんこサッカーへの要望は，ここ最近の大会は

部署が固定的になってきているので，少しずつでも

変えていってほしい．篠山クラブ自体も毎年続けて

１０年以上もどるんこサッカーを開催しているので，

マンネリ化している部分もあると思う．マンネリ化

解消の一つの手段として色々な部署を担当してみる

のもいいのではないかと思う．

どろんこサッカーの継続については，続けていけ

ばいいと思う．続けていくべきだとは思うが，後継

者が育っていないように思う．後継者が育たないこ

とには続けていくことは出来ないと思う．続けてい

くことは大切だが，維持していくことも並大抵のこ

とではないと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

地域活動の変化は，あまり変わっていないと思う．

狭い地域の中では，参加者が増えたのかどうかはわ

からない．交流自体は盛んになったと思う．その他

にも地域外の壮年グループとの交流などが増えたと

思う．

どろんこサッカーが開催されることによるスポー

ツ活動の変化は，あまりないと思う．どろんこサッ

カーはある種特殊なものなので，どろんこサッカー

が開催されたからといってスポーツ活動の変化があ

るとは思わない．しかし交流が盛んになったという

面では，スポーツ活動に影響がでているのかもしれ

ないが，狭い地区なので変化がないのだと思う．

どろんこサッカーが開催されることによる地区の

村おこし運動の変化は，盛んになった時期もあった

と思う．今は落ち着いていると思う．やり始めた頃

は，盛んになっていたかもしれないが10年という期

間が経っているのでかなり停滞期になっていると思

う．

６．Ｆ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，スポンサーからの寄付集めをし

た．経費がかなりかかるので，寄付集めをしないと

どろんこサッカー自体が開催できない．三役以外の

クラブ員が活動を始めるのは，だいたい２ケ月前か

らだが，三役の役員は３ケ月前ぐらいから少しづつ

手配を始めている．

どろんこサッカー開催の目的は，田舎に住んでい

る人間でも元気なことをしていることをアピールし

たり，もうこの地域には住んでいない人に自分の出

身地は元気なことをしているということをアピール

したり，地域の人たちの交流の場を作ることなどを

目的にしていると思う．どろんこサッカーをしてい

るから，人をたくさん呼んでやりたいとは思わな

い．だからマスコミにも取りあげてほしいとは思わ

ない．自分たちでやっていることなのだから，自分

たちで楽しくやればいいと思う．地域の人たちで集
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まる機会も多くできたし，定例会のような議題があ

る会ではないので，雑談の中から色々なコミュニ

ケーションをとることが出来る．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

地元の年薙の方をはじめ色々な人に自分が知らない

色々な情報や知識を教えてもらうことが出来ること

である．文章などではわからないことなども，教え

てもらったりすることが出来る．実際に言葉だけで

は伝えられないことはたくさんあると思う．言葉な

どで伝えることが出来ない知識や知恵は，自分たち

が受け継ぎ，次の世代に教えなければいけないこと

だと思う．地域にとって良かったことは，どろんこ

サッカーが開催されることで地域をアピールするこ

とが出来ることだと思う．自分の地元が有名になる

と，他の地域に行ったときでも自分のマナーなどが

地域の印象となってしまうので，きちんとすること

が出来るのではないかと思う．また他の地域に住ん

でいる人でも，正木地区に住みたいという声も聞け

るようになってきた．

どろんこサッカーへの要望は，冗談ととられるか

もしれないが，県境騒動ではなく世界選手権にした

い．外国人にも多く出場してもらい，出場チームが

多いようなら，１次リーグ・２次リーグといったよ

うにして，年間を通してどろんこサッカーが出来る

ようにしたい．年間を通して出来るようになれば，

かなり盛り上がるのではないかと思う．

どろんこサッカーの継続については，続けていく

べきだと思う．もしもどるんこサッカーがなくなっ

てしまったら，地元に住んでいても職種などが異な

るので２ヶ月，３ヶ月顔をあわせない人もでてくる

だろう．それでは地域としてのつながりを持つこと

は出来ないと思う．みんなで集まって活動すること

でつながりというものは保っていけるのだと思う．

地域の住民からもどるんこサッカーだけは，「続け

ていくべき，力が足りないことがあれば，力を貸す

から」という声が多いので，土地が許す限り続けて

いくべきだと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

の地域活動の変化はあると思う．増えていると思

う．どろんこサッカーを例にしても，直接的に活動

に関わりなくても，出場している人を見に来てくれ

るだけでも，十分だと思う．当日に集まってくれる

だけでも，地元の色々な人に会い，コミュニケー

ションをとることが出来る．

どろんこサッカーが開催されることによるスポー

ツ活動の変化は，多少はあると思う．人数的には少

堺

ない地域なので，団体スポーツはなかなかできない

が，どろんこサッカーなどは５人で行われている

サッカーである．団体スポーツでも少し考え方を変

えれば，団体スポーツも出来るということがわかっ

たと思う．

どろんこサッカーが開催されることによる地区の

村おこし運動に変化はあったと思う．クラブ員や地

域の人の活動への地域活動への参加率は上がったと

思う．地域活動への参加率以外にも，地域住民の意

識も変わってきたと思う．クラブ以外の人でも，

「何か出来ることがあれば手伝う」ということを言

われる．直接的でなくても間接的に活動に参加して

くれるようになってきた．出来ることを出来る時間

の範囲で手伝ってくれるようになってきたことはい

いことだと思う．

７．Ｇ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，寄付集めと参加チームの受付など

をしていた．対外的な参加チームの受付であるとか

地区外へのＰＲ活動などを主にやっていた．あとマ

スコミへの後援申請とか，新聞への広告の掲載など

の仕事も手伝った．

どろんこサッカー開催の目的は，当初は地域外の

人を地域に来てもらい，今までに実施していた以外

の行事も出来るということを示すことだと思う．そ

の他にも嫁さんが来たくなるような地域など色々目

的はあると思う．地域活性化とよくいわれるが，何

が地域の活性化になるのかということがわからな

かったので，今までの盆踊りなど内々の行事ばかり

でなく，外部の人も巻き込んだイベントを作り，一

つの地域活性化の起爆剤になればいいと思い始め

た．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

自信を持つことが出来るようになった．どのような

ことが地域づくりかどうかわからなかったので，自

分たちがやってきたことは地域づくりではないと

思っていたが，外部に行って話すと地域がよくまと

まっているなどと言ってもらえる．これは自分たち

の自信にもなり，してきたことが認められたのでう

れしかった．地域にとって良かったことは，地域の

人が明るくなったことである．以前は，山の中で外

部と接する機会が少なく大勢の人が来る機会がな

かったが，どろんこサッカーが開催きれることで外

部と接するいい機会となり，恥ずかしがらずに，来

た人と標準語を使わず話すことが出来るようになっ

た．
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どろんこサッカーへの要望は特にない．しかし，

どろんこサッカーを始めた当初のクラブ員の人たち

がＯＢになっているので，その人たちの力を借りた

い．準備をするにしても，その人たちの方が上手い

ので，何かバックアップしてもらえるような体制を

作っていきたい．

どろんこサッカーの継続については，続けていく

べきだと思う．しかし，どろんこサッカーの趣旨と

か信念とかなどがわかっていないと苦労ばかりで

色々問題が出てくると思う．どろんこサッカーを止

めるとはなかなかいえないだろうが，このまま維持

出来ないのであれば規模を縮小したり，新しい企画

の立案など考えていかなければいけないと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

の地域活動の変化は，初回からいえば増加している

が，現在は停滞している．しかし，手伝ってくれる

ように頼めば手伝ってくれる．自分から進んで出て

来るというのは少ない．

どろんこサッカーが開催されることによるスポー

ツ活動の変化は，盛んになっているものもあると思

う．地域でいえばソフトボールが盛んになっている

と思う．ユニフォームを作って郡大会に出場したり

している．しかし，波はあると思う．

どろんこサッカーが開催されることによる地区の

村おこし運動に変化はさほどみられない．積極的な

提案はしてこないが，こちら側から提案していけば

協力してくれる．しかし，イベントが終わって少し

するとやる気が落ちてしまう．

８．Ｈ氏

(1)どろんこサッカー

準備段階では，どろんこサッカーのコートを作る

際に，あぜというものを作るのだが，自分はそのあ

ぜを作る係りであった．あぜというのは，水をたく

さん入れて作っているどろんこサッカーのコートの

水をせき止めるためのものである．

どろんこサッカー開催の目的は，地域づくりと

いっているが，お祭り騒ぎではないかと思う．当初

は何かをやろうということが目的であったと思う

が，回を重ねるごとにどんどん盛大になってしま

い，止めるに止められなくなっているのが現状では

ないだろうかと思う．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

篠山クラブの団結が出てきたことだと思う．資金も

結構かかるが，自分たちで草刈りなどを請け負って

自分たちで資金を作る努力をしたりと，自分たちで

努力して活動できるようになってきた．地域にとっ

て良かったことは，住民の何倍という人が集まるの

で活性化にはなっていると思う．町の援助なしに篠

山クラブ独自で開催していることも，地域にとって

いいことだと思う．

どろんこサッカーへの要望は特にない．しかし，

現状維持していくことはかなり大変ではないかと思

う．準備とかもかなりの時間を費やしている．

どろんこサッカーの継続については，続けていけ

ばいいと思う．正木地区一番のお祭り騒ぎである

し，高知県側の住民も数多く協力してくれている．

しんどいことも多いだろうが，出来るところまで続

けていってほしいと思う．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されるようになってから

の地域活動の変化は，地域住民の参加率は上がった

と思う．また，色々と頼めば協力してくれるように

なった．地域活動は篠山クラブや婦人会などの各団

体が協力して行うことが出来るようになった．

どろんこサッカーが開催されることによるスポー

ツ活動の変化は，あまりなかったように思う．

どろんこサッカーが開催されることによる地区の

村おこし運動に変化はあったと思う．地域の住民の

人たちも，どろんこサッカーが近づくと色々どろん

こサッカーのことを気にかけてくれているし，どろ

んこサッカーをとても楽しみにしてくれている．地

域の人たちもどるんこサッカーをイベントとして楽

しみにしてくれている．

９．考察

(1)どろんこサッカー

どろんこサッカー開催の目的は，Ａ氏，Ｄ氏，Ｇ

氏は地域活性化，Ｂ氏，Ｃ氏は村おこし，Ｅ氏，Ｆ

氏は地区の人々の交流の場を作り，仲間意識を高め

ることなど色々あるが，地域のためにという目的で

開催されていることがわかる．

どろんこサッカーが開催されて良かったことは，

Ａ氏，Ｃ氏は，地域内で交流を持つことが出来たと

いうことをあげている．Ｂ氏は，地域外から多くの

人が来ることをあげている．Ｄ氏は，イベントが終

わった後の達成感を味わうことが出来ることをあげ

ている．Ｅ氏は，目標があればしんどいことでも出

来るということを教えられたことをあげている．Ｆ

氏は，地域住民と交流することによって，様々な知

識や‘情報が得られたことをあげている．Ｇ氏は，地

域がまとまっていると評価されて自信を持つことが

出来たことをあげている．Ｈ氏は，地域内での団結
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が出来たことをあげている．地域にとって良かった

ことは，Ａ氏，Ｂ氏，Ｅ氏，Ｆ氏は地域の知名度が

上がったことをあげている．Ａ氏ウＣ氏は，地域住

民の協力が出来るようになったことをあげている．

Ｄ氏は，地域の人々が頻繁に集まって交流できるこ

とをあげている．Ｇ氏は，地域が明るくなったこと

をあげている．

イベントを開催することで，地域住民が集まる機

会が増えて地域の交流が促進きれていることがわか

る．昔に比べ地域のつながりが薄れてきている農村

においては，このように人とふれあいコミュニケー

ションをとる機会は必要であると考えられる．ま

た，地域住民や篠山クラブのメンバーの内面的な成

長にも影響を与えていることがわかる．さらに，マ

スコミが取りあげたり，他の地域から多くの日々と

が参加することにより地域の知名度を上げているこ

とがわかる．これらのことは，地域のコミュニティ

形成をうながす「住民の郷土意識の高揚」の機能を

持つものと思われる．

どろんこサッカーへの要望は，Ａ氏，Ｃ氏，Ｅ氏

がマンネリ化の解消をあげている．また，ｃ氏は，

資金面での充実もあげている．Ｂ氏，Ｈ氏は，どろ

んこサッカーの継続をあげている．Ｄ氏は，どろん

こサッカーの縮小をあげている．Ｆ氏は，どろんこ

サッカーの規模の拡大をあげでQ,､る．Ｇ氏は，地域

をあげての協力体制の確立をあげている．メンバー

間の中に規模の縮小と拡大の意見の対立がみられ，

今後のイベントとしてのあり方を篠山クラブ内で

はっきりとしていく必要があると思われる．

どろんこサッカーの継続については，全員賛成し

ている．しかし，Ａ氏は，みんなが楽しめるイベン

トにすることをあげている．Ｃ氏は，町が援助して

くれることをあげている．Ｄ氏は，地域のバック

アップがなければいけないことをあげている．Ｅ氏

は後継者を育てることをあげている．Ｇ氏は，規模

の縮小や新しい企画の立案をあげている．イベント

の地域に与える影響を理解してイベントの継続には

賛成しているが，現状のままではイベントの継続が

難しい状況であることがわかる．

(2)地域活動

どろんこサッカーが開催されることによる地域活

動の変化は，Ａ氏，Ｂ氏は，年齢が若いこともあ

り，どろんこサッカーが始まってからの地域活動が

変化したかどうかはわからないとしている．Ｃ氏

は，多少の変化はあったが住民の穂極性はあまりな

いとしている．Ｄ氏，Ｅ氏は，地域活動の変化はあ

まりみられないとしている．しかし，Ｅ氏は，他の

堺

地域の壮年グループとの交流は増加したとしてい

る．Ｆ氏，Ｈ氏は，地域活動に変化はみられたとし

ている．しかし，Ｈ氏は，Ｃ氏と同様に積極性のあ

る住民はあまりいないとしている．Ｇ氏は，どろん

こサッカー開催当初から比べると変化はみられる

が，現在は停滞しているとしている．地域活動にあ

まり変化がみられない理由として，狭い地域である

ためイベントを開催することで交流自体は盛んに

なったが，直接地域活動の変化にあまり結びつかな

かったのではないかと考えられる．

どろんこサッカーの開催によるスポーツ活動の変

化について，Ａ氏，Ｂ氏,Ｃ氏，Ｄ氏，Ｅ氏，Ｈ氏

はあまりみられないとしている．Ｆ氏は，多少の変

化がみられるとしている．Ｇ氏はスポーツ活動全体

では波があるが，盛んになっているものがあるとし

ている．スポーツ活動に関しても地域活動と同様に

狭い地域であるためスポーツ活動の絶対数が少ない

ために変化に結びついていないのではないかと考え

られる．

どろんこサッカーが開催されることによる地区の

村おこし運動に変化があったかどうかについて，Ａ

氏，Ｂ氏，Ｃ氏は，わからないとしている．Ｄ氏，

Ｇ氏はあまり感じていないとしている．Ｅ氏は，時

期的に盛んになった時期もあったとしている．Ｆ

氏，Ｈ氏は，村おこし運動に変化があったとしてい

る．村おこし運動に変化があったと答えているメン

バーは，篠山クラブで中心的存在として活動してい

る比較的年配のメンバーである．それに対して，わ

からないと答えているメンバーは若いメンバーであ

る．村おこし運動に関して意見の相違が出たのは，

地域全体を把握して篠山クラブを運営していかなけ

ればいけないメンバーとまだ断片的しか地域を把握

していない若いメンバーとの相違によるものではな

いかと思われる．しかし，どろんこサッカー自体が

村おこし運動であり，開催当初に比べて参加チーム

は増えて，イベントの規模は大きくなっている．こ

のことから村おこし運動は確実に盛んになっている

ものと考えられる．

Ｖ結論

どろんこサッカーは，地域の壮年グループが地域を

活性化したいという熱意から始まったスポーツイベン

トであり，地域を活性化させるためにはこうした中心

となる集団が必要である．また，公民館レベルのス

ポーツイベントであるが，市町村レベルのスポーツイ

ベントと同様に「住民の郷土意識の高揚」の機能があ
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ることがわかった．

どろんこサッカーは，準備段階において，何回かの

会合を垂ね，資金集めなどをみんなでおこなう．この

ことが地域の常会などとは違った雑談をまじえた交流

が出来る場を提供している．また，交流を通じて篠山

クラブの結束力を高め，「地域のために」という気持

ちを持ちイベントを開催している．コミュニティ形成

は，自分たちのことから他人のことを考え，行動する

ことによって成し遂げられていく．しかしながら，こ

れを持ってコミュニティが出来たということは出来な

い．コミュニティ形成はラスパイエル式に限りなく続

いていく．地域活動やスポーツ活動にあまり変化はみ

られなかったというが，これも今後の課題であろう．

地域の人間関係の希薄化が時代とともに進んでいる

中，行政に頼らない公民館レベルのイベントは，補助

金財政に頼らない農村の村おこしにつながるのではあ

るまいか．何かをやり遂げたという自信がこれからの

新しい活動につながる．このような公民館レベルのイ

ベントが各地に出来ることが日本の農村の活性化にな

るものと思われる．

今後の課題として，篠山クラブのメンバーの間にも

どるんこサッカーに関する考え方の相違がみられ，も

う一度，篠山クラブとしてどろんこサッカーに対する

考え方を見直す時期に来ていると思われる．しかし，

どろんこサッカーの地域に与える影響は大きく，イベ

ントの中止ではなく，新しいどろんこサッカー像を構

築することが必要であろう．どろんこサッカーの開催

によって得られた自信を持つことが，農村における過

疎化高齢化，地域共同体の崩壊，などの様々な問題

に対処していけるように，今後の村おこし運動に発展

させていくことが必要であるのではないだろうか．

本研究の現地調査及び資料収集等に御協力をいただ

いた相原宏紀氏に深く感謝の意を表します．
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